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研究成果の概要： 
観察方向に依存しない高速な人の挙動認識法を開発するために，支援が必要と考えられる動

作を多視点から撮影した．得られた映像の時系列画像を JK 法により圧縮し，モーションデー
タを作成した．これらのデータを用いて主成分分析を行い，有効な固有ベクトルを選び，特性
情報空間に記録した．さらに特性情報空間を多数の小超立方体（ビン）に分割し，ビンを B-tree
で構造化することにより，高速に未知挙動の認識を行う方法を開発した．これにより，人物が
支援必要対象であるか否かを判定し，自発的に支援するユビキタスパートナーの実現が可能と
なる． 
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１．研究開始当初の背景 
人のつながりが希薄化している現代社会

では，常に人々を観察し必要に応じて手を差
し伸べる，人間のパートナーとしての知能機
械ネットワーク（ユビキタスパートナー）の
開発を促進する必要がある．これは，知能ロ
ボットやビジョンセンサ等が情報を交換し
合いながら人々の生活を補助･支援するネッ
トワークである．これを実現するには，人の
挙動（動作や行動）が何を意味するのかを映
像（画像）で認識・理解しなければならない．  

人の挙動は 3 次元の動きであり，どのよう
な方向（多視点）から観察しても同じ動作と
して認識されねばならない．人が具合が悪く
なって路上にかがみこんだとき，知能ロボッ
トはそれをどの方向から見ても，人がかがみ
こんだと認識する必要がある．しかしながら
従来の人動作認識法は，その動作が最もよく
観察できる単一方向（正面，真横等）からの
認識法であり，上述の機能は満たせない． 

 
２．研究の目的 



本研究では，安全・利便の面で人の日常生
活を自発的に支援するユビキタスパートナ
ー（いつでもどこでも存在する助け手）とし
ての知能機械ネットワークの実現を最終目
標に置いて，観察方向に依存しない高速な人
の挙動認識法の開発を行うことを目的とす
る．そのために次の 2 点の開発を行う． 
（１）記憶容量の少ない新しい人動作表現

法の開発 
（２）挙動の高速認識法の開発 

また， 
（３）本認識システムによる一般環境化にお

ける実験を行い，性能を評価する． 
 
３．研究の方法 
（１）記憶容量の少ない新しい人動作表現法

の開発 
人物挙動のビデオ映像は画像フレームの

系列で与えられる．これらのフレームを時間
方向に圧縮することによって，1 挙動を 1 画
像で表す方法を開発する．画像フレームの有
効な圧縮法に関して，本研究は手法１：「JK
法」及び手法２：「方向性を持つモーションヒ
ストリーイメージ法」を提案した． 
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図１ 「JK 法」による挙動圧縮画像の一部．

(a)重い荷物を持ち上げる，(b)物を拾い上げる，

(c)おなかを抱え込む，(d)頭を抱え込む，(e)

歩行，転倒(f). 
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図２ 「方向性を持つモーションヒストリー
イメージ法」による挙動圧縮画像の一部．(a) 
重い荷物を持ち上げる，(b) 物を拾い上げる，
(c) おなかを抱え込む，(d) 歩行，(e)転倒．（矢
印        は，挙動の動きの方向：
下方向，右方向，左方向，上方向を示す．） 
 
 

手法の有効性を検証するために，支援が必
要と考えられる挙動（具合の悪い人：かがみ
こむ人，転倒した人，重い荷物を運ぶ人など），
また，支援が不必要と考えられる挙動（歩
行・走る人，物を拾いあげる人等）のビデオ
映像を 4 方向-8 方向（多視点）から撮影し，
手法１と手法２を用いてモーションデータ
を作成する．手法１：「JK 法」と手法２：「方
向性を持つモーションヒストリーイメージ
法」の挙動圧縮画像をそれぞれ図１，図２に
示す． 
 
 
（２）動作の高速認識法の開発 

（１）により得られたモーションデータを
主成分分析にかけ，これらの挙動画像を表現
する少数の固有ベクトルを選び，それで空間
を張り，その中に各挙動画像を写像すれば，
１挙動は空間内の１点として表現される．従
って，多視点から観察される挙動は，空間で
は視点情報を含む挙動数分の点列で表現さ
れる．各視点（多視点）から得られた様々な
挙動を一つの空間にまとめて記録し，これを 
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図３ 特性情報空間に投影した挙動の例． 

 
 

特性情報空間と呼ぶ．本挙動認識システムで
は，この特性情報空間が挙動認識のためのデ
ータベースとなる． 

この特性情報空間を用いて未知方向から
観測された人の未知動作の認識（方向及び動
作の認識）を行う． 

図３は，１１名の協力者による６挙動を４
方向（４視点）から撮影し，固有空間に投影
した例である． 

しかしながら，撮影映像（記憶するべき挙
動）が増えるに従って大きな空間となり，未
知挙動の認識処理時間が増大して実用的で
なくなる．そこで本研究は，空間の各直交軸
を等分割し，空間を多数の小超立方体（ビン）
に分割する．これをB-treeで構造化する．ビン
に含まれる挙動候補は少数であるから，それら
の候補と未知挙動を表す点との距離を計算す
れば，未知挙動の解が高速に求められる． 
 
４．研究成果 

時系列画像 103,141 枚を「JK 法」により
1,929 枚に圧縮し，モーションデータベース
を作成した．また，観察方向に依存しない高
速な人の挙動認識システムの有効性を，実験
により検証した． 

その結果，約 95%の挙動認識率，また，挙
動及び観察視点（観察方向）の認識において
は，約 83%の認識率を得た．認識処理時間に
関しては,１画像あたり約2.5msという良好な
結果を得た．支援が必要となる対象（おなか
を抱え込む人や転倒した人）の認識結果を，
図４及び図５に示す． 

本研究は論文誌や国際会議・国際シンポジ
ウム等（５．主な発表論文等を参照）で研究
成果を発表した． 
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図４ 挙動認識実験の一部．（中央画像上の
赤枠内：おなかを抱え込む人を認識した．） 



 

 

 
 
図５ 挙動認識実験の一部．（中央画像上の
赤枠内：転倒した人を認識した．） 

本研究の成果を用いれば，日常生活の場で
直ちにサポートを必要とする挙動，例えば街
中において，急病で路上にうずくまる人，転
倒した人，重い荷物を持って歩く人などを認
識し手を差し伸べるロボットが現実のもの
となる．その結果ロボット，更にはそのネッ
トワークによる人々の介護ならびに諸活動
支援体制がより充実し，QOL(Quality of 
Life)の高い社会が実現する． 
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